
　

八
尾
市
立
桂
中
学
校
（
小

林
一
夫
校
長
、
生
徒
数
二
二

二
名
）
で
先
月
一
八
日
、
福

岡
県
築
豊
地
方
に
伝
わ
る
川

筋
太
鼓
の
奏
者
ら
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

㈶
民
主
音
楽
協
会
主
催
。

　

川
筋
太
鼓
を
披
露
し
た
の

は
、
福
岡
県
に
拠
点
を
お
い

て
活
動
す
る
プ
ロ
の
和
太
鼓

チ
ー
ム
「
和
楽
団 

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ  

Ｍ
ａ
ｒ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｕ
ｓ

（
ジ
ャ
パ
ン
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
西

口 

勝
団
長
）」。
同
楽
団
は

和
太
鼓
の
他
、
篠
笛
、
尺
八

等
を
取
り
入
れ
、
体
全
体
を

使
っ
た
力
強
い
演
奏
が
特
徴

で
、
全
国
各
地
で
演
奏
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
今
回
「
Ｍ

Ｉ
Ｎ

−

Ｏ
Ｎ
学
校
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
し
て
、
近
畿
圏
内
で

桂
中
学
校
の
ほ
か
、
姫
路
市

の
小
学
校
と
福
知
山
市
の
中

学
校
の
三
ヵ
所
の
学
校
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。
中
河

内
地
域
で
演
奏
を
行
っ
た
の

は
今
回
が
初
め
て
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
午
後
二
時

か
ら
同
中
学
校
講
堂
で
約
一

時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

同
中
学
校
の
生
徒
や
保
護
者

ら
約
二
五
〇
人
が
、
同
楽
団

メ
ン
バ
ー
七
人
に
よ
る
勇
壮

で
激
し
い
和
太
鼓
の
演
奏
や

美
し
い
篠
笛
の
音
色
に
聴
き

入
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
同
楽

団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏

の
他
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
盤

で
は
、
和
太
鼓
演
奏
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
西

口
団
長
が
生
徒
四
名
と
教
員

一
人
を
ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
、

和
太
鼓
演
奏
を
指
導
。
生
徒

ら
は
、
同
楽
団
メ
ン
バ
ー
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
慣
れ

な
い
経
験
に
最
初
は
恐
る
恐

る
太
鼓
を
叩
い
て
い
た
が
、

最
後
に
は
楽
し
そ
う
に
力
い

っ
ぱ
い
和
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
て
い
た
。

　

そ
の
後
も
同
楽
団
に
よ
る

迫
力
あ
る
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
生
徒
ら
は
演
奏
に
合
わ

せ
て
手
拍
子
で
応
え
る
な

ど
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。

　

一
〇
月
一
六
日
午
前
、
八

尾
市
立
久
宝
寺
中
学
校
で
、

平
成
二
二
年
度
全
国
地
域
安

全
運
動
「
八
尾
市
民
の
つ
ど

い
」
が
行
わ
れ
た
。
八
尾
防

犯
協
議
会
・
八
尾
事
業
所
防

犯
協
会
・
八
尾
特
設
防
犯
協

会
・
八
尾
警
察
署
・
八
尾
市

主
催
。

　

今
回
の
つ
ど
い
は
、
市
民

が
「
犯
罪
の
な
い
平
穏
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
八

尾
」
の
確
立
を
目
指
し
、
八

尾
防
犯
協
議
会
を
中
心
に
、

警
察
、
関
係
機
関
、
地
域
団

体
等
と
一
丸
と
な
っ
て
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

が
守
る
」
と
の
決
意
を
新
た

に
し
、
地
域
安
全
運
動
の
さ

ら
な
る
推
進
を
目
的
に
開
か

れ
た
も
の
。

　

つ
ど
い
に
は
、
小
松
照
明

八
尾
防
犯
協
議
会
会
長
を
は

桂
中
学
校
で
川
筋
太
鼓
奏
者
ら
コ
ン
サ
ー
ト

　

十
一
月
一
日
、
東
大
阪
新

聞
八
尾
柏
原
支
社
長
に
就
任

10

じ
め
、田
中
誠
太
八
尾
市
長
、

浜
田
澄
子
八
尾
市
議
会
副
議

長
、
森 

明と
お
る

八
尾
警
察
署
長

ら
が
出
席
。
参
加
者
に
よ
る

「
や
お
安
全
安
心
憲
章
」
の

唱
和
で
開
会
し
、
久
宝
寺
小

学
校
の
児
童
に
よ
る
「
ソ
ー

ラ
ン
節
」
の
踊
り
や
、
久
宝

寺
中
学
校
生
徒
に
よ
る
吹
奏

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
（
東

大
阪
市
吉
田
本
町
一
、
東
野

公こ
う
い
ち一
代
表
理
事
組
合
長
）
が

市
役
所
（
同
市
荒
本
北
一
）

を
訪
れ
、同
市
立
小
学
校（
全

五
四
校
）
に
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
を
寄
贈
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
昭
和
四

一
年
か
ら
自
賠
責
事
業
に
参

入
し
交
通
事
故
対
策
基
金
を

積
み
立
て
、
交
通
事
故
対
策

活
動
〝
地
域
の
安
全
・
安
心

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
回
は
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
が
児
童

ら
の
安
全
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
、
同
市
内
の
全
て
の

市
立
小
学
校
に
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
を
寄
贈
し
た
。

　

市
役
所
を
訪
れ
た
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
大
阪
の
東
野
代
表
理

事
組
合
長
が
「
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
野
田
市
長
に
目
録
を

手
渡
し
た（
写
真
）。
市
長
は

「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
」

と
感
謝
状
を
贈
っ
た
。
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
前
か
ご

に
は
「
高
齢
者
と
子
供
達
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
と

書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
取
り

付
け
ら
れ
、
順
次
各
学
校
で

活
用
さ
れ
る
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
が

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
寄
贈

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約
や
損
害

保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
扱
い

の
変
更
に
つ
い
て

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る
生
命

保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す

る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
十
七
年
分
か
ら
平
成
二
一
年
分
ま
で
の
各
年

分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得

税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、必
要
な
お
手
続
き（
更

正
の
請
求
又
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る
方
や
所
得
税
の

還
付
の
お
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【w

w
w
.nta.go.jp

】
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
東

大
阪
税
務
署
（
☎
０
６
・
６
７
２
４
・
０
０
０
１
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
十
七
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は
平
成
二
二
年

　

十
二
月
末
が
還
付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

お
早
目
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相
続
税
や
贈
与
税

　

の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈

　

与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
八
尾
柏
原
支
社
の

住
所
・
電
話
番
号
は
次
の
通

り
変
更
し
ま
し
た
。

〒
五
八
一

−

〇
〇
一
六  

八

尾
市
八
尾
木
北
三

−

一
三

七　

☎
０
７
２
・
９
９
３
・
２

０
３
７

就
任
の
ご
挨
拶

支
社
長　

小
野
元
裕

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
が
守
る！

全
国
地
域
安
全
運
動
「
八
尾
市
民
の
つ
ど
い
」

楽
演
奏
、
久
宝
寺
地
区
防
犯

委
員
ら
に
よ
り
、
自
転
車
か

ご
に
取
り
付
け
る
「
ひ
っ
た

く
り
防
止
カ
バ
ー
」
の
取
り

付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
た
。

　

閉
会
後
、
警
察
車
両
や
オ

ー
プ
ン
カ
ー
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
カ
ー
、
サ
イ
ド
カ
ー
等
二

二
台
が
参
加
し
て
の
車
両
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
久
宝
寺

中
学
校
か
ら
八
尾
高
校
前
を

通
り
、
近
鉄
八
尾
駅
前
ま
で

の
区
間
を
パ
レ
ー
ド
し
、
地

域
安
全
運
動
の
推
進
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

全国地域安全運動「八尾市民のつどい」車両パレード

学
校
に
和
太
鼓
の
力
強
い
響
き
轟
く

　

花
の
咲
く
木
を
植
え
、
通

行
す
る
人
た
ち
の
憩
い
の
場

に
し
て
も
ら
お
う
と
先
月
二

〇
日
、
地
域
住
民
ら
で
構
成

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
新
町
翼
会
（
会
長
・
筒
井

淑
知
さ
ん
、
太
田
新
町
八
）」

主
催
の
も
と
、
八
尾
空
港
南

側
の
沿
道
約
一
〇
〇
ｍ
に
わ

た
っ
て
植
栽
が
行
わ
れ
た
＝

写
真
。

　

同
団
体
は
、
八
尾
空
港
周

辺
を
美
し
く
住
み
心
地
よ
い

ま
ち
に
し
よ
う
と
日
常
的
に

清
掃
や
マ
ナ
ー
向
上
の
啓
発

活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
日
は
、
き
れ
い
な
花
が

咲
き
、
虫
が
つ
き
に
く
い
な

ど
の
理
由
で
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
一

七
本
、
梅
九
本
、
サ
ザ
ン
カ

三
本
、
月
桂
樹
三
本
、
キ
ン

モ
ク
セ
イ
四
本
の
合
計
三
六

本
の
苗
木
を
三
ｍ
に
一
本
の

間
隔
で
丁
寧
に
植
え
付
け

た
。
今
後
は
、
五
〜
六
年
か

け
て
全
て
の
木
を
植
え
替
え

る
予
定
。

　

メ
ン
バ
ー
の
北
野
保
雄
さ

ん
は
「
沿
道
を
花
で
飾
り
、

き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
八
尾

空
港
や
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

　

各
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
は
、

学
校
関
係
者
ら
に
よ
る
校
区

内
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
活
用

さ
れ
る
予
定
。
ま
た
、
同
市

は
平
成
十
七
年
度
か
ら
市
内

の
全
校
区
で
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
り
通
学
途
中
の
児
童

を
見
守
る「
愛
ガ
ー
ド
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
協
力

員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
動
す

る
際
に
は
貸
し
出
さ
れ
る
。

同
市
立
石
切
小
学
校
（
同
市

中
石
切
一
）の
林 

不
二
彦
校

長
は
「
坂
道
の
多
い
校
区
な

の
で
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
非
常

に
あ
り
が
た
い
で
す
。
登
下

校
時
の
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
児
童
の
安
全
の
た
め
に

活
用
し
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

八尾空港を
憩いの場に!

地域住民らによる植栽


